
令和 3 年度決算及び財政状況の概要より

人口増加等により財源は増えているものの、

法人市民税は過去最低となっています。

新型感染症対策等、企業への支援もさること

ながら、各個人の収入を改善する必要がある

のではないでしょうか？

現役世代の育児や教育の支援等、労働しやす

い環境づくりを進めていきます。

男女問わずイキイキと仕事ができる福岡市に

を目指して活動を続けます。

福岡市歳入の現状
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どこよりも子どもたちが安心して暮らせる福岡市へどこよりも子どもたちが安心して暮らせる福岡市へ

通信通信

子育て真っ最中
２児のママ議員

教育こども分科会　質疑・意見

育児訪問　育児の不安軽減・解消対策事業

外国人就学訪問調査の状況について

令和 3年度決算特別委員会　討論

小中学校における便所改善について

令和 3年度令和２年度

令和 2年度

令和 3年度

1,343 億 365 億 1,226 億 256 億 220 億 3,411 億

個人市民税 法人市民税 固定資産税 都市計画税 その他 合計

1,338 億 356 億 1,244 億 259 億 235 億 3,432 億

１兆 1,695 億１兆 2,580 億

市税
3,411 億円
27.１％

市税
3,432 億円
29.4％

市税収入の内訳

国庫支出金

県支出金

市債

使用料及び手数料

諸収入など

地方交付税

その他交付金など

臨時財政対策費

令和 3年度 決算特別委員会

選挙へ行こう！
NEW

期日前投票設置場所が追加されました。
従来通り、東区役所別館 3階３０１会議室・なみきスクエア 1階交流ロビーでも投票可能です。

イオンモール香椎浜 (２階イオンホール )
東区香椎浜 3丁目 12 番 1号

育児不安の軽減・解消対策事業について、乳児家庭全戸訪問における訪問率は 71.6％とコロナ禍とはいえ低い割合であり、課題を

抱える家庭を発見する重要な機会であるため、可能な限り家庭を訪問できるよう強く要望いたします。歯止めがかからない児童虐

待について、様々な子育て支援策については母親を中心に展開されている面が強く、実父が虐待者となるケースを未然に防ぐため

にも、父親への育児に関する相談体制の強化と、虐待者に対するその後の支援体制の拡充を求めます。

狭い道路の拡幅整備について、地域課題となっている空き家や建て替えの時期にきている住宅も多く、この機に整備を行うことで狭あい道路の改善もでき

ることから、うまく制度を活用し、地域の住環境改善につながるよう要望いたします。

避難所運営などの場面においては、男女共同参画の観点に立った取り組みがされてないことから、例えば、「博多あん・あん塾」を終了した女性防災士など

の人材を活用し、防災における男女共同参画を進められるよう要望いたします。

市政に関する意識調査によると、一人一人の人権が尊重されていると感じる市民の割合が現状値約 67％と高くないことから、すべ

ての人の人権が尊重される社会の実現に向けて効果的な施策の実施を求めます。教育費については、年々増額しているものの、教職

員の給与費等を除くと実態はむしろ縮減していることから、子どもたちが安心して学べる教育環境を充実させるため、さらなる教育

費の拡充を強く求めます。2035年から人口減少に転じるとされていることを視野にいれつつ、様々な施策を展開し、福岡市全域で稼ぎ、

福岡市全体が潤い、全体で支え合えるよう、基本計画の策定に取り組まれますよう、要望いたします。

将来に向けた伸びしろ、福岡市の経済を考えた時に、働いて稼ぎ、稼いだ中から納税するという方が増える状態が理想なのではないかと考えます。これら

を踏まえ、さらなる市民所得の向上に向けて、税収にかかる基礎データを収集分析し、事業展開に活かすことを要望いたします。将来世代に負担を残さな

いため、さらなる財源の確保と施策の展開に取り組まれるよう要望いたします。

外国人児童生徒 1,442 人を対象に調査を行い、そのうち学校などで就学状況が把握できていなかった 42 人に対して入国管理

局を通した出入国調査、郵送調査と並行し、訪問調査が行われました。うち 13 人については個別に訪問を行うなどした結果

状況が判明しており、令和 3年度は全ての外国人児童生徒の就学状況を把握することができています。また、郵送、訪問調

査の際に英語、韓国語、中国語などで記載された書面にて就学案内や就学援助など、必要な情報をしっかりと伝えています。

誰一人取り残されることがないように、 引き続き調査を徹底していただきたいと要望

乳児家庭全戸訪問は主に生後２、３ヶ月の赤ちゃんがいる家庭を保健師等が訪問する事業です。令和３年度における対象者数

は１万２７５５人で、訪問率は 71．6％でした。コロナ禍の影響により電話で保健指導を行う場合もあるため、コロナ禍以前

と比較すると訪問率は減少しています。しかしその後生後４ヶ月には４ヶ月検診の案内を行い、受診していない家庭には電話

やハガキで受診を勧奨しています。また、連絡のつかない家庭に対しては、職員が家庭を訪問することで、最終的に全戸の状

況確認を行なっています。

乳児家庭訪問は課題を抱える家庭を発見する機会であるため、 可能な限り実際に家庭を訪問することが重要だと考えます。

和式トイレに不慣れな低学年の子どもたちは特に困っており、 可能な限り早急に改善に努めていくように要望いたしました。

現在の洋式化率、令和 3年度末 64%。4 年度に役 70％を達成する見込みとなっている。ある小学校では 1年生の教室がある階

に洋式トイレがなく、その他の階にはあるが、使用しないように言われていると伺った。

一般会計決算の内訳

子育て、健康、福祉分野について

経済、産業、まちづくり分野について

市民自治、地域コミュニティ、行政改革分野について

文化の振興、あらゆる差別の解消、教育分野について

福岡市民クラブを代表して、令和 3年度一般会計及び特別会計並びに企業会計の歳入歳出決算について、
これを認定することに賛成の意を表し、討論を行って参りました。


